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秋
月
悌
次
郎
の
諸
国
巡
歴
と
『
観
光
集
』・『
観
察
窺
班
』

中　

西　

達　

治

は
じ
め
に

継
嗣
子
秋
月
胤
継
が
編
纂
し
た
秋
月
悌
次
郎
の
遺
稿
集
『
韋
軒
遺
稿
』
に
収
録

さ
れ
た
羽
峯
南
摩
綱
紀
の
「
秋
月
子
錫
墓
碑
銘
」
に
は
、「
既
而
以
藩
命
歴
遊
海

内
、
観
政
察
俗
、
著
観
光
集
七
巻
。
又
録
列
藩
名
君
賢
臣
事
実
為
十
巻
、
供
藩
主

施
治
之
資
。」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
秋
月
悌
次
郎
は
、
諸
国
漫
遊
の
後

そ
の
成
果
を
、『
観
光
集
』
七
巻
、『
列
藩
名
君
賢
臣
事
実
』
十
巻
に
ま
と
め
藩
庁

に
提
出
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
近
年
に
な
っ
て
、『
観
光
集
』
の

附
録
部
分
の
刊
本
、
あ
る
い
は
『
観
察
窺
班
』
と
い
う
著
作
の
存
在
、
さ
ら
に

『
観
光
集
』
巻
八
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
発
見
が
相
次
い
で
い
る
。

本
稿
は
、
そ
う
し
た
著
作
の
概
要
を
整
理
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
あ
わ

せ
て
悌
次
郎
の
諸
国
遍
歴
の
実
態
に
も
迫
り
た
い
と
思
う
。

一
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
二
月
、
秋
月
悌
次
郎
は
、
安
政
四
年
一
月
下
旬
よ
り

学
ん
だ
華
岡
流
整
骨
術
の
図
録
を
作
成
し
て
い
る
。（『
日
本
整
骨
医
学
史
』）
昌

平
黌
退
寮
後
の
生
活
に
一
段
落
つ
け
た
彼
は
、
藩
に
願
い
出
て
そ
の
許
可
が
得
ら

れ
た
の
で
、
こ
の
年
よ
り
翌
万
延
元
年
ま
で
お
よ
そ
一
ヶ
年
間
上
方
、
西
国
を
遊

歴
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
諸
国
漫
遊
で
あ
る
が
、
こ
の
当
時
は
当
然
の

こ
と
な
が
ら
、
単
身
で
の
自
由
行
動
が
許
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
訪
問
先

と
の
関
係
や
、
費
用
の
問
題
な
ど
注
目
す
べ
き
点
が
多
い
。
特
に
悌
次
郎
の
よ
う

に
、
正
規
の
藩
士
で
は
な
い
諸
生
身
分
の
者
に
と
っ
て
、
旅
先
で
の
身
分
の
保

障
、
費
用
の
捻
出
は
大
き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
藩
命
に
よ
る
と
い
う
こ
と

の
重
み
が
分
か
っ
て
く
る
。
結
果
報
告
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
の
公
費
支
出
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
訪
問
先
に
つ
い
て
も
、
従
来
は
、
彼
が

昌
平
黌
の
寮
生
時
代
に
培
っ
た
各
藩
儒
学
者
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ
て
い
る

と
い
う
ふ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
辺
り
、
薩
摩
は
他
国
の
者
に
き
び
し

か
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
他
の
藩
も
そ
れ
ほ
ど
で
は
な
く
て
も
入
国
さ
せ
、

城
下
に
居
留
さ
せ
る
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
制
約
が
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
単

に
そ
う
い
う
人
脈
が
あ
っ
た
だ
け
で
す
ん
な
り
入
国
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
、

や
は
り
気
に
な
る
点
で
あ
る
。
こ
う
し
た
疑
問
点
に
対
す
る
答
と
も
い
う
べ
き
事

例
が
い
く
つ
か
あ
る
。

悌
次
郎
の
諸
国
漫
遊
に
先
だ
っ
て
安
政
二
年
か
ら
四
年
に
か
け
て
諸
国
漫
遊
し

た
会
津
藩
士
が
い
る
。
南
摩
綱
紀
で
あ
る
。
彼
は
安
政
四
年
二
月
、
諸
国
漫
遊
し

て
薩
摩
を
訪
れ
た
。
こ
の
時
の
薩
摩
藩
の
対
応
の
様
子
が
、
薩
摩
藩
士
市
来
四
郎

の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。（
上
村　

文
「
史
料
紹
介
『
市
来
四
郎
日
記
』」「
黎

明
館
調
査
報
告　

第
十
七
集
」
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
黎
明
館　

平
成

十
六
年
三
月
十
九
日
発
行
。
こ
の
項
、
内
倉
昭
文
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。）
市
来

四
郎
は
、
文
政
十
一
年
生
ま
れ
で
こ
の
時
三
十
歳
、
藩
主
島
津
斉
彬
の
側
近
の
一

人
で
あ
っ
た
。
対
す
る
南
摩
は
悌
次
郎
よ
り
一
歳
年
上
で
三
十
五
歳
で
あ
る
。
そ

の
日
記
に
よ
る
と
、
南
摩
は
二
月
十
六
日
か
ら
十
九
日
ま
で
滞
在
し
、
薩
摩
藩
士

ら
と
対
談
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
わ
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
入
国
の
前
日
、
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一
七

市
来
が
訪
問
さ
れ
る
山
田
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
件
に
つ
い
て

は
、
岩
城
三
郎
左
衛
門
と
共
に
、
種
々
評
議
に
及
ん
だ
と
あ
り
、
受
け
入
れ
る
に

つ
い
て
の
事
前
審
査
と
で
も
い
う
べ
き
話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
南
摩
に
つ
い
て
付
さ
れ
て
い
る
「
元
来
山
田
が
門
人
ニ
而
一
往
は
蘭
学
稽

古
も
い
た
し
候
人
之
由
、
漢
学
ニ
達
し
た
る
人
之
由
」
と
い
う
寸
評
が
こ
の
間
の

事
情
を
物
語
っ
て
い
る
。
翌
日
山
田
の
家
を
訪
れ
た
市
来
は
、
夜
遅
く
ま
で
対
談

し
、
為
書
き
入
り
の
揮
毫
を
さ
せ
た
と
あ
る
。
出
発
前
日
、
山
田
か
ら
旅
行
費
用

を
や
っ
て
欲
し
い
と
の
申
出
を
受
け
た
市
来
は
、
岩
城
を
通
じ
て
十
両
を
与
え
て

い
る
。
翌
日
別
れ
に
際
し
て
は
送
別
の
詠
詩
の
贈
答
が
あ
っ
た
と
い
う
。

今
一
つ
は
、
悌
次
郎
自
身
に
関
わ
る
情
報
で
あ
る
。

安
政
六
年
四
月
七
日
、
悌
次
郎
は
土
屋
鉄
之
助
と
共
に
和
歌
山
の
紀
州
藩
督
学

川
合
梅
所
（
豹
蔵
）
を
訪
問
し
た
。
川
合
の
妻
小
梅
は
、
こ
の
時
の
こ
と
を
以
下

の
よ
う
に
日
記
に
記
し
て
い
る
。（『
小
梅
日
記
』
東
洋
文
庫
本
。）

○
四
月
七
日
、
昼
ま
へ
ア
イ
ヅ
の
士
土
屋
鉄
之
助
・
秋
月
悌
次
郎
、
学
問
修

行
の
為
に
来
る
。
先
日
上
よ
り
追
付
来
る
筈
也
と
さ
た
有
し
筋
也
。
両
人
に

逢
。（
下
略
）

こ
れ
を
見
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
悌
次
郎
ら
の
和
歌
山
訪
問
は
、
江
戸
の
藩
邸

か
ら
通
達
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
の
夜
に
、
彼
等
は
再
度
川
合
宅
を
訪
問

す
る
。
以
下
、
日
記
に
は
和
歌
山
藩
士
達
と
の
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
の
内
容
が
記
さ

れ
て
い
る
。

〇
八
日　

晴
天
。
修
行
者
の
事
に
付
、
向
笠
三
之
丞
よ
り
只
今
来
る
様
申
越

候
に
付
、
直
に
行
。
帰
り
て
又
小
浦
惣
内
方
へ
行
。（
中
略
）
両
人
の
修
行

者
は
十
一
日
に
和
歌
へ
船
に
て
つ
れ
行
よ
し
。
仁
井
田
・
八
十
一
郎
・
轍

輔
・
市
川
等
計
也
。
上
よ
り
御
内
々
百
目
程
出
候
筈
。
十
二
日
は
此
方
へ
よ

び
候
約
束
、
弥
の
処
は
十
日
に
定
ま
る
よ
し
也
。（
下
略
）

○
十
日　

朝
雨
降
。
段
々
上
る
。
御
城
講
釈
に
て
出
。
又
学
校
え
も
行
に

付
、
昼
過
よ
り
弁
当
取
に
増
吉
帰
る
に
付
、
有
合
物
を
も
た
せ
や
る
。
八
つ

比
帰
る
。
今
日
戸
田
金
左
衛
門
殿
召
状
。
兼
て
願
込
有
之
候
隠
居
願
済
。
家

督
は
三
郎
九
郎
へ
被
仰
付
、
大
組
の
よ
し
。
外
に
高
橋
省
安
よ
り
も
知
ら
せ

来
る
。
御
さ
ち
い
（
察
医
）
に
成
候
よ
し
。
七
つ
比
芳
右
衛
門
さ
そ
ひ
に
来

る
。
増
吉
を
久
下
へ
送
り
、
及
び
廻
状
も
た
せ
や
り
、
帰
る
を
待
か
ね
、
梅

本
へ
芳
右
衛
門
と
つ
れ
て
行
。
跡
か
ら
増
吉
行
。
五
つ
ま
へ
増
帰
る
時
、
又

雨
降
。
雨
具
持
て
行
べ
き
や
抔
言
内
、
又
晴
天
に
成
。
同
刻
御
用
部
屋
よ
り

手
紙
来
る
。
三
通
。
広
田
杢
之
右
衛
門
よ
り
は
、
金
左
衛
門
隠
居
に
付
、
其

代
り
丹
後
守
殿
に
成
候
に
付
、
此
よ
し
塚
山
又
太
郎
へ
申
渡
候
様
と
の
事
。

金
沢
弥
右
衛
門
よ
り
は
、
近
日
学
校
に
て
改
役
の
面
々
御
試
有
之
事
申
来

る
。
山
田
庄
右
衛
門
よ
り
は
、
妻
木
加
左
衛
門
と
松
本
幾
三
郎
え
文
武
場
え

罷
出
、
御
用
人
頭
取
之
差
図
得
相
勤
候
様
申
渡
候
と
の
事
。
雄
輔
と
小
梅
と

し
て
三
通
の
返
事
書
。
◦
今
日
馬
継
よ
り
、
い
と
さ
ま
御
祝
ひ
申
と
て
白
も

綿
一
反
よ
こ
す
。
交
ず
し
一
重
と
。
八
つ
比
戸
田
よ
り
帰
る
。
ね
る
時
は
七

つ
比
也
。
大
に
御
馳
走
に
て
有
之
候
よ
し
。

○
十
一
日
快
晴
す
。
今
日
奥
州
の
書
生
二
人
を
和
歌
へ
船
に
て
つ
れ
行
よ

し
。
同
伴
は
野
呂
・
市
川
・
岩
橋
等
也
。
上
よ
り
百
目
程
お
出
し
に
て
、
料

理
船
も
行
と
の
事
。（
下
略
）

〇
十
二
日　

快
晴
す
。
今
日
学
校
に
お
い
て
中
よ
う
（
庸
）
の
会
有
。
初
て

也
。
奥
州
の
者
、
学
校
拝
見
致
度
旨
申
出
候
に
付
、
拝
見
さ
す
。
通
官
共
義

（
議
）
論
八
つ
過
相
済
、
午
時
過
よ
り
相
初
る
。
今
晩
土
屋
・
秋
月
を
此
方

へ
つ
れ
来
り
候
様
、
八
十
一
郎
へ
申
置
。
右
に
付
、
相
ば
ん
人
通
官
共
も
一

所
に
よ
ぶ
。
七
つ
過
よ
り
八
十
一
郎
、
田
中
善
之
助
・
静
吉
郎
と
来
り
待
。

夕
方
よ
り
く
り
山
・
つ
か
山
・
山
本
・
辻
野
ら
来
る
。
跡
よ
り
土
屋
と
秋
月

と
来
る
。
又
跡
よ
り
仁
井
田
源
一
郎
来
る
。
合
十
四
人
。
左
之
通
。

　

土
屋　

秋
月　

仁
井
田　

野
呂　

同　

田
中　

辻
野　

小
林　

山
本　

く

り
山　

つ
か
山　

市
川　

伊
藤　

岩
橋　

鉄
輔　

仁
井
田
の
家
来
（
中
略
）

人
数
十
四
五
人
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一
八

夜
九
つ
比
帰
る
。（
下
略
）

藩
庁
か
ら
内
々
費
用
を
出
し
て
の
和
歌
浦
見
物
、
藩
士
の
家
で
の
饗
応
な
ど
、

厚
遇
さ
れ
て
い
る
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
悌
次
郎
ら
は
、
学
校
拝
見
を
願
い
出
て

許
さ
れ
、
講
義
の
様
を
つ
ぶ
さ
に
見
学
、
そ
の
夜
は
、
川
合
梅
所
の
家
で
も
て
な

し
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
下
悌
次
郎
の
そ
の
後
の
旅
の
様
子
を
、『
韋
軒
遺
稿
』、『
塵
壺
』（
河
井
継
之

助
日
記
・
東
洋
文
庫
本
。）
な
ど
に
よ
っ
て
確
認
し
て
み
よ
う
。

▽
七
月
二
十
八
日
、
備
中
松
山
に
山
田
方
谷
を
訪
ね
、
旅
館
花
屋
で
方
谷
に
師
事

し
て
滞
在
中
の
河
井
継
之
助
に
会
う
。
継
之
助
、
土
佐
の
風
俗
、
政
情
に
つ
い
て

秋
月
よ
り
話
を
聞
く
。（『
塵
壺
』）

▽
八
月
、
薩
摩
に
あ
っ
て
大
山
綱
義
と
会
う
。

▽
十
月
四
日
、
河
井
、
佐
賀
の
反
射
炉
を
見
る
。
こ
の
製
作
者
の
名
を
長
崎
に
て

悌
次
郎
よ
り
聞
く
。（『
塵
壺
』）

▽
十
月
十
二
日
、
長
崎
で
河
井
継
之
助
と
同
宿
。
河
井
、
秋
月
と
同
行
し
て
、
鮫

を
買
い
、
ま
た
秋
月
の
世
話
に
よ
り
観
光
丸
を
見
学
。
中
国
人
と
交
流
。
秋
月
の

詩
に
、
中
国
人
す
ぐ
さ
ま
追
和
の
詩
を
書
く
。（『
塵
壺
』。
な
お
こ
の
時
の
記
事

に
つ
い
て
、
従
来
「
カ
ン
〳
〵
カ
ン
」
と
い
う
音
を
出
し
て
詩
作
す
る
の
を
悌
次

郎
と
し
て
い
る
が
、
こ
こ
は
中
国
人
通
詞
が
秋
月
の
詩
に
追
和
す
る
際
中
国
語
で

響
き
を
確
か
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。）

▽
十
月
十
八
日
、
卵
二
つ
酒
一
合
を
持
参
、
長
崎
を
発
つ
河
井
を
見
送
る
。（『
塵

壺
』）

▽
十
月
二
十
二
日
、
河
井
、
熊
本
の
木
下
真
太
郎
を
訪
ね
る
。
席
上
秋
月
の
話
出

る
。（
木
下
は
、
横
井
小
楠
・
元
田
永
孚
の
師
。）（『
塵
壺
』）

▽
十
一
月
、
桜
島
大
根
を
藩
士
か
ら
贈
ら
れ
る
。（『
観
光
集
』
巻
七　

薩
摩
）

二
で
は
、
藩
の
入
国
許
可
が
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
き
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う

か
。『
観
察
窺
班
』
巻
三　

土
佐
に
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

余
西
游
ノ
次
、
将
サ
ニ
南
土
佐
ニ
游
ハ
ン
ト
ス
。
ソ
ノ
国
禁
ノ
厳
タ
ル
ヲ
以

テ
本
藩
ニ
請
ヒ
、
彼
ノ
邸
吏
ニ
簡
シ
、
余
等
ソ
ノ
治
城
ニ
往
イ
テ
儒
職
等
ニ

逢
フ
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
。
答
書
未
タ
来
ラ
ズ
江
戸
府
ヲ
発
ス
。
途
中
謂
ラ

ク
、
土
佐
人
等
吾
カ
藩
ニ
来
ル
コ
ト
ア
レ
ハ
、
蓋
已
ニ
許
可
ス
。
阿
波
ヲ
過

キ
已
ニ
土
佐
ニ
入
ル
。
関
吏
藩
命
無
キ
ヲ
以
テ
関
ニ
入
ル
コ
ト
許
サ
ズ
。
乃

チ
余
カ
来
ル
由
ヲ
言
ヒ
、
郵
馳
シ
テ
高
知
政
府
ノ
吏
ニ
問
ハ
シ
ム
。
コ
コ
ニ

於
テ
関
吏
私
カ
ニ
関
内
甲
浦
ニ
宿
セ
シ
ム
。
高
知
城
是
ヲ
去
ル
コ
ト
殆
ン
ト

三
十
里
、
待
ツ
十
二
日
ニ
シ
テ
報
告
始
メ
テ
来
ル
。
曰
ク
江
戸
ニ
シ
テ
已
ニ

ソ
ノ
来
ル
コ
ト
ヲ
辞
ス
ト
。
余
等
憮
然
ト
シ
テ
帰
ル
。
今
コ
ノ
記
ス
ル
所
、

甲
浦
土
人
言
フ
所
ト
又
嘗
テ
聞
ク
所
ナ
リ
。
兼
テ
コ
ノ
近
国
ノ
人
ニ
就
テ
参

正
ス
ル
モ
、
蓋
伝
聞
誤
謬
多
カ
ラ
ン
。

西
国
歴
遊
を
計
画
し
た
と
き
、
土
佐
は
入
国
管
理
が
き
び
し
い
と
分
か
っ
て
い

た
の
で
、
会
津
藩
か
ら
土
佐
の
江
戸
藩
邸
に
書
簡
を
出
し
て
貰
い
、
許
可
を
得
て

お
こ
う
と
し
た
。
出
発
時
に
な
っ
て
も
返
事
が
来
な
か
っ
た
が
、
会
津
の
場
合

は
、
土
佐
人
が
会
津
城
下
に
到
着
し
て
許
可
を
求
め
て
き
た
場
合
は
す
ぐ
に
許
可

を
し
て
い
る
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
事
が
運
ぶ
だ
ろ
う
と
、
そ
の
ま
ま
出
発
し

た
。
さ
て
土
佐
国
境
に
到
着
す
る
と
、
役
人
が
許
可
さ
れ
て
い
な
い
と
い
っ
て
、

入
国
さ
せ
て
く
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
を
説
明
す
る
と
、
役
人
は
、
悌
次
郎

ら
を
し
ば
ら
く
甲
浦
に
留
め
置
い
た
。
待
つ
こ
と
十
二
日
、
高
知
城
か
ら
届
い
た

返
事
は
、
江
戸
に
お
い
て
断
っ
て
い
た
は
ず
だ
と
の
こ
と
、
や
む
な
く
こ
こ
を
立

ち
退
い
た
。

お
お
よ
そ
こ
う
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。
こ
の
国
の
情
報
に
つ
い
て
は
、
実
地
踏

査
が
で
き
て
い
な
い
。
伝
聞
の
み
に
て
ま
と
め
た
と
い
う
付
記
が
あ
る
ゆ
え
ん
で

あ
る
。
紀
州
城
下
に
お
け
る
厚
遇
ぶ
り
ば
か
り
で
は
な
く
、
遍
歴
途
中
の
他
の
諸

国
に
お
い
て
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
こ
う
し
た
ト
ラ
ブ
ル
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

こ
う
し
た
苦
労
を
重
ね
て
、『
観
光
集
』
は
ま
と
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
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一
九

三
『
觀
光
集
』
は
現
在
、
新
村
出
記
念
財
団
重
山
文
庫
に
巻
一
（
山
城
・
攝
津
・

肥
前
・
和
泉
・
大
和
・
駿
河
）
巻
二
（
相
模
・
駿
河
・
遠
江
・
参
河
・
尾
張
・
伊

勢
）
巻
七
（
薩
摩
・
琉
球　

終
り
四
分
の
一
ほ
ど
は
別
内
容
）
の
写
本
が
残
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
と
は
別
に
巻
七
（
薩
摩
・
琉
球
）
の
写
本
が
鹿
児
島
県
立
図
書
館

と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
は
、
島

津
家
文
書
か
ら
の
写
本
で
あ
り
、
押
印
に
よ
っ
て
大
正
六
年
に
筆
写
さ
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。
東
大
史
料
編
纂
所
の
も
の
は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
筆
写
し
た
も
の
で
あ

る
。
重
山
文
庫
所
蔵
の
三
冊
は
、
い
ず
れ
も
手
製
の
紙
表
紙
に
、
表
題
が
墨
書
し

て
あ
る
。
巻
一
は
凡
例
の
後
本
文
開
始
丁
の
冒
頭
、
巻
七
は
開
始
丁
に
「
観
光
集

巻
○　

秋
月
胤
永
編
述
」、
巻
二
は
「
観
光
集
巻
○
」
と
し
て
各
国
各
藩
の
記
事

を
記
載
す
る
。
各
ペ
ー
ジ
十
行
、
一
行
当
た
り
平
均
二
十
二
字
、
整
然
と
し
た
楷

書
片
仮
名
交
じ
り
文
に
よ
っ
て
綴
ら
れ
て
い
る
。
巻
七
な
ど
は
、
冒
頭
部
分
か
ら

し
ば
ら
く
は
一
ペ
ー
ジ
十
行
一
行
当
た
り
二
十
二
字
、
縦
横
は
か
っ
た
よ
う
な
文

字
配
置
に
な
っ
て
い
る
。
附
録
部
分
は
、
各
ペ
ー
ジ
の
行
数
は
そ
れ
ま
で
と
同
じ

く
十
行
で
あ
る
が
、
そ
れ
ま
で
と
異
な
り
、
字
体
は
流
麗
な
平
仮
名
行
書
体
で
、

字
数
も
不
揃
い
で
あ
る
。
本
体
部
分
と
の
意
味
づ
け
の
違
い
を
示
す
も
の
で
あ
ろ

う
か
。
鹿
児
島
県
立
図
書
館
本
は
、
ペ
ン
書
き
で
縦
罫
入
り
の
用
紙
に
書
写
さ
れ

て
お
り
、
各
ペ
ー
ジ
十
二
行
、
一
行
当
た
り
十
九
字
、
字
間
均
等
で
あ
る
。
附
録

部
分
は
重
山
文
庫
同
様
平
仮
名
行
書
体
で
筆
記
さ
れ
て
い
る
。
用
字
に
多
少
の
相

違
が
あ
る
が
、
内
容
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
こ
れ
を
見
る
と
、
鹿
児
島
県
立
図
書

館
本
は
、
重
山
文
庫
、
も
し
く
は
重
山
文
庫
と
祖
本
を
同
じ
く
す
る
原
本
を
、
形

式
を
踏
襲
し
て
丁
寧
に
書
き
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

四
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
写
本
で
あ
る
が
、
秋
月
一
江
氏
は
、『
秋
月
悌
次
郎
詩
碑

建
立
記
念
誌
』（
平
成
二
年
十
月
初
版
発
行
、
参
照
し
た
の
は
平
成
八
年
七
月
発

行
第
二
版
。）
に
お
い
て
、

彼
は
（
中
西
注
、
秋
月
悌
次
郎
）
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に
、
藩
命
を

受
け
て
、
全
国
有
数
の
名
藩
に
赴
き
、
そ
の
藩
の
政
治
・
経
済
・
文
化
・
教

育
等
の
諸
般
に
わ
た
り
、
約
一
ケ
年
間
に
及
ぶ
全
国
漫
遊
の
途
に
上
っ
た
。

行
っ
た
先
の
地
は
凡
そ
、
松
山
・
長
州
（
萩
）・
長
崎
・
鹿
児
島
・
熊
本
等

で
あ
り
、
詳
細
周
密
に
視
察
し
た
後
、
帰
藩
後
彼
は
「
列
藩
名
君
賢
臣
事

実
」
と
「
観
光
集
」
を
著
し
て
こ
れ
を
藩
に
献
上
し
た
。

筆
者
は
右
の
著
書
が
、
何
処
に
か
無
い
か
と
、
長
年
に
わ
た
り
捜
し
て
い

た
が
、
未
だ
に
「
列
藩
名
君
賢
臣
事
実
」
は
見
付
か
ら
ず
、
た
だ
「
観
光

集
」
の
中
の
、
銀
台
遺
事
、
附
録
十
五
の
一
冊
が
私
の
家
の
書
庫
か
ら
見
付

か
っ
た
。
飛
び
上
る
程
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
部
分
を
コ
ピ
ー
し
て
掲

載
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

と
自
宅
に
お
い
て
『
観
光
集
』
刊
本
が
見
つ
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
、
同
書
冒
頭

部
の
一
、二
丁
表
裏
を
紹
介
し
て
内
容
の
解
説
を
し
て
い
る
。

続
い
て
「
歴
史
春
秋
」
第
34
号
（
会
津
史
学
会
編
、
平
成
三
年
秋
）
に
お
い

て
、「
観
光
集
附
録
十
五
」
と
い
う
題
名
で
、
秋
月
一
江
氏
に
よ
り
、
刊
本
の
解

題
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
た
。 

こ
の
翻
刻
は
、
一
江
氏
が
指
導
し
て
い
た
朔
日
会
（
女

性
古
文
書
研
究
会
）
に
よ
っ
て
解
読
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
図
ら
ず
も
そ
の
メ
ン

バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
畑　

洋
子
氏
か
ら
、
研
究
会
の
時
の
コ
ピ
ー
集
を
拝
借
し

て
、
概
要
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
、
一
江
氏
の
ご

遺
族
、
秋
本
孝
眞
氏
・
中
村
紘
子
氏
か
ら
本
文
と
共
に
解
読
文
を
併
記
し
た
全
冊

の
コ
ピ
ー
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
当
該
書
籍
の
全
貌
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
銀
台
遺
事
」
は
、
肥
後
国
熊
本
藩
主
細
川
重
賢
（
一
七
二
〇
～
一
七
八
五
）

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
、
藩
校
時
習
館
教
授
高
本
紫
溟
が
ま
と
め
た
も
の
で
、
寛
政
二

年
（
一
七
九
〇
）
に
成
立
し
て
い
る
。
書
名
は
重
賢
が
芝
白
銀
に
住
み
銀
台
侯
と

称
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
因
む
。

残
念
な
が
ら
こ
の
コ
ピ
ー
の
原
本
は
現
在
所
在
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
コ
ピ
ー

集
を
見
る
と
、
表
紙
に
は
、「
観
光
集
附
録　

十
五
」
と
楷
書
書
き
の
刷
り
題
僉
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二
〇

が
貼
ら
れ
て
お
り
、
本
文
第
一
丁
表
の
冒
頭
も
楷
書
体
で
、「
観
光
集
巻
十
五
附

録　

秋
月
胤
永
撰
述
」
と
あ
る
が
、「
銀
台
遺
事　

三
」
で
始
ま
る
本
文
部
分
は
、

流
麗
な
行
書
体
で
あ
る
。
内
容
は
、
公
刊
さ
れ
て
い
る
「
銀
台
遺
事
」
と
同
じ
で

あ
る
。
も
し
か
す
る
と
こ
の
刊
本
は
、
流
布
し
て
い
た
「
銀
台
遺
事
」
の
一
つ
を

版
下
に
用
い
、
冒
頭
部
分
だ
け
こ
の
よ
う
に
訂
正
し
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
一

江
氏
の
紹
介
コ
ピ
ー
で
は
見
え
て
い
な
い
が
、
冒
頭
第
一
丁
表
の
枠
外
上
部
に

は
、
三
行
書
き
の
長
枠
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
周
囲
は
不
鮮

明
で
判
読
で
き
な
い
が
、
中
の
部
分
は
「
外
嶋
氏
」
と
読
め
る
。
刊
本
ま
で
出
さ

れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
他
の
巻
が
い
つ
現
れ
て
も
お
か
し

く
は
な
い
と
思
う
の
だ
が
、
そ
の
辺
り
は
将
来
を
待
つ
し
か
な
い
。
翻
刻
は
、
宋

紫
岩
の
奉
っ
た
詩
の
冒
頭
「
恭
頌
」
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
刊
本
に
は
こ
の
後

に
、「
肥
後
侯
徳
政
五
言
三
十
韻
并
祈　

教
正
之
」
で
始
ま
る
長
詩
を
記
し
た
一

丁
分
と
、
編
集
後
記
と
も
い
う
べ
き
内
容
の
最
終
ペ
ー
ジ
半
丁
分
が
あ
る
。

た
ま
た
ま
、
こ
の
冊
子
が
発
見
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
以
前
に
も
、

「
銀
台
遺
事
」
を
内
容
と
す
る
、
先
行
二
巻
す
な
わ
ち
『
観
光
集
』
附
録
の
巻

十
三
・
十
四
が
存
在
す
る
こ
と
は
確
か
な
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
が
、
秋
月
悌

次
郎
の
西
国
漫
遊
の
成
果
で
あ
る
著
作
集
「
列
藩
名
君
賢
臣
事
実
」
と
ど
の
よ
う

な
関
係
に
な
る
の
か
は
定
か
で
な
い
が
、
藩
公
に
提
出
さ
れ
た
と
い
う
著
述
が
、

刊
本
化
さ
れ
る
な
ど
、『
観
光
集
』
と
そ
の
周
辺
著
作
に
つ
い
て
は
、
解
明
す
べ

き
点
が
、
多
々
あ
る
。

五
一
方
こ
れ
と
は
別
に
、
盛
岡
市
中
央
公
民
館
に
は
、
秋
月
胤
永
編
の
『
観
察
窺

班
』
三
冊
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
巻
一
（
山
城
・
摂
津
・
兵
庫
・
大
和
・
和
泉
・

駿
府
・
駿
河
）
巻
二
（
相
模
・
遠
江
・
参
河
・
尾
張
・
伊
勢
・
紀
伊
・
若
山
・
和

泉
）
巻
三
（
阿
波
・
土
佐
）
の
三
巻
で
、
茶
渋
色
表
紙
に
、「
観
察
窺
班
一
～
三
」

と
記
し
た
金
箔
を
散
ら
し
た
題
僉
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
。
第
三
巻
の
題
僉

の
三
の
横
に
は
、「
止
」
と
あ
り
、
こ
れ
で
完
結
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
各

十
一
行
、
楷
書
片
仮
名
交
じ
り
文
に
よ
っ
て
丁
寧
に
書
写
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字

は
不
揃
い
で
能
筆
と
は
言
い
が
た
く
、
一
行
当
た
り
の
字
数
は
不
定
で
あ
る
。
こ

れ
ら
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
書
写
さ
れ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
内
容
を
見
て

み
る
と
『
観
光
集
』
の
抄
出
と
い
う
趣
が
あ
る
。 

『
観
光
集
』
を
研
究
す
る
際
に

は
、
併
せ
見
る
べ
き
も
の
と
い
う
こ
と
が
云
え
よ
う
。     

六
最
近
東
大
史
料
編
纂
所
の
調
査
に
よ
っ
て
盛
岡
歴
史
文
化
館
南
部
家
図
書
『
慶

応
丁
卯
雑
記
』
中
に
『
観
光
集
』
巻
五
・
巻
八
が
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
南
部
家
蔵
『
慶
応
丁
卯
雑
記
』
は
、
名
前
が
示
す
と
お
り
、
南

部
家
に
あ
っ
た
慶
応
三
年
の
年
間
記
録
文
書
集
成
で
あ
り
全
十
二
巻
か
ら
な
る
。

（
当
初
『
慶
応
丁
卯
雑
記
』
は
、
全
十
一
巻
と
さ
れ
て
い
た
が
、
後
、『
慶
応
四
戊

辰
雑
記
』
の
巻
一
が
慶
応
三
年
分
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
た
め
、
題
僉
を
訂

正
し
て
こ
ち
ら
に
送
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。）『
観
光
集
』
は
、
こ
の
う
ち
、

『
慶
応
丁
卯
雑
記
』
巻
五
の
末
尾
に
巻
五
が
、
同
じ
く
巻
六
の
初
め
の
部
分
に
巻

八
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
播
磨
・
備
前
・
備
中
・

備
後
・
安
芸
・
長
門
（
巻
五
）、
日
向
・
高
財
・
延
岡
（
巻
八
）
で
あ
る
。

い
つ
こ
う
し
た
分
類
集
成
が
な
さ
れ
た
か
は
分
か
ら
な
い
が
、『
慶
応
丁
卯
雑

記
』
は
、
年
初
か
ら
年
末
ま
で
の
文
書
類
を
順
次
配
列
し
て
あ
る
。
全
巻
紙
質
は

同
じ
で
あ
り
、
ま
と
め
て
同
時
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。
観
光
集
が
収
録
さ
れ
て
い
る
巻
は
，『
観
光
集
』
の
部
分
を
除
い
て
い
ず

れ
も
流
麗
な
行
書
体
で
あ
る
が
、
書
写
の
字
体
は
文
書
毎
に
変
化
し
て
お
り
、
で

き
る
だ
け
原
典
に
近
い
筆
跡
を
残
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。『
観
光
集
』

の
部
分
は
、
改
丁
し
た
表
部
分
に
、「
観
光
集
巻
○　

秋
月
胤
永
編
述
」
と
し
て
、

以
下
『
観
光
集
』
の
他
の
写
本
と
同
じ
よ
う
に
各
国
毎
に
藩
政
の
記
録
が
記
さ
れ

て
い
る
。
各
丁
の
片
面
は
十
一
行
、
一
行
二
十
四
字
詰
め
、
楷
書
片
仮
名
交
じ
り

で
正
確
な
字
体
で
あ
る
が
、
文
字
に
大
小
の
差
が
あ
り
、
重
山
文
庫
本
の
如
く
、

左
右
に
文
字
が
配
列
さ
れ
た
よ
う
な
雰
囲
気
で
は
な
い
。
ま
た
重
山
文
庫
本
の
筆
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二
一

跡
と
比
べ
て
稚
拙
の
感
は
免
れ
な
い
。
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
原
典
を
で
き
る
限

り
正
確
に
写
そ
う
と
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
る
と
慶
応
三
年
に
南
部
藩

の
目
に
触
れ
た
『
観
光
集
』
二
冊
は
、
重
山
文
庫
の
系
統
と
は
異
な
る
系
統
で

あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
両
書
の
字
体
が
近
似
し

て
い
る
感
は
否
め
ず
、
二
つ
の
写
本
の
原
典
の
書
写
者
が
同
一
人
物
で
あ
る
可
能

性
は
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
小
林
修
氏
は
、「
秋
月
胤
永
の
幕
末
期
西
国
遊
歴
考
（
上
）

─
『
観
光
集
』
と
『
負
笈
管
見
』（
南
摩
綱
紀
）
─
」（「
歌
子
」
第
二
十
号
、
実

践
女
子
短
期
大
学
日
本
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科　

二
〇
一
二
年
三
月
刊
。）

に
お
い
て
、『
観
光
集
』
に
つ
い
て
の
書
誌
的
考
察
を
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で

重
山
文
庫
所
蔵
本
を
、「
秋
月
の
直
筆
原
本
か
そ
れ
に
近
い
写
本
で
あ
る
可
能
性

が
高
い
。」
と
し
、
こ
の
盛
岡
歴
史
文
化
館
所
蔵
慶
長
丁
卯
雑
記
本
に
つ
い
て
は
、

盛
岡
藩
士
那
珂
梧
楼
が
戊
辰
戦
争
時
の
罪
を
問
わ
れ
、
明
治
元
年
か
ら
二
年
に
か

け
て
東
京
芝
の
金
地
院
に
幽
閉
さ
れ
た
時
の
日
記
『
幽
囚
日
録
』
の
明
治
二
年
六

月
二
十
一
日
の
記
事
に
、「
隣
蔵
も
海
苔
な
ど
持
て
来
て
暫
し
物
語
し
、
会
津
藩

士
秋
月
悌
二
郎
が
直
筆
に
て
書
た
る
観
光
集
五
巻
貸
し
た
り
き
。」
と
あ
る
こ
と

に
注
目
し
、

隣
蔵
は
盛
岡
藩
御
勘
定
奉
行
を
務
め
た
田
鎖
隣
蔵
。
奇
し
く
も
秋
月
も
同
様

に
戦
犯
と
し
て
東
京
の
獄
に
送
ら
れ
、
こ
の
時
期
熊
本
藩
邸
に
幽
閉
さ
れ
て

い
た
が
、
翌
二
二
日
に
は
美
濃
高
須
藩
預
り
と
し
て
東
京
を
出
発
す
る
身
の

上
に
あ
っ
た
。
那
珂
梧
楼
が
秋
月
直
筆
の
「
観
光
集
」
を
所
持
し
て
い
た
経

緯
は
詳
ら
か
に
し
な
い
が
、
二
人
の
交
流
を
考
え
れ
ば
、
遊
歴
後
遠
く
な
い

時
期
に
直
接
贈
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
那
珂
梧
楼

旧
蔵
の
「
観
光
集
」
巻
五
が
南
部
家
図
書
と
押
印
さ
れ
た
『
慶
応
丁
卯
雑

記
』
中
の
も
の
と
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
こ
れ
が
秋
月
直
筆
と
す
れ

ば
、
巻
八
も
同
一
の
筆
跡
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
見
て
、
同
様
に
こ
れ
も
直
筆

本
と
推
定
さ
れ
る
。

と
断
定
さ
れ
た
。『
那
珂
梧
楼
日
記
』
の
本
文
に
は
、
確
か
に
秋
月
悌
次
郎
直
筆

の
『
観
光
集
』
五
巻
を
「
貸
し
た
り
き
」
と
あ
る
が
、
前
文
は
田
鎖
隣
蔵
が
那
珂

梧
楼
の
許
に
海
苔
な
ど
を
持
っ
て
き
て
し
ば
ら
く
も
の
が
た
り
し
た
と
あ
り
、
い

わ
ゆ
る
主
語
は
隣
蔵
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
次
の
主
語
も
前
文
と
同
じ
隣
蔵
と

考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
日
記
の
本
文
を
素
直
に
読
め
ば
、
貸
し
た
の
は
田
鎖

だ
と
読
め
な
い
こ
と
も
な
い
。
小
林
氏
の
説
の
通
り
、
交
友
関
係
か
ら
い
え
ば
、

『
観
光
集
』
の
五
巻
の
所
有
者
は
、
那
珂
梧
楼
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
こ
れ

だ
け
で
は
っ
き
り
そ
う
と
は
断
定
で
き
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
何
よ
り
も

『
慶
長
丁
卯
雑
記
』
所
収
の
『
観
光
集
』
巻
五
、
巻
八
は
、『
慶
長
丁
卯
雑
記
』
の

巻
五
、
巻
六
の
一
部
で
あ
り
、
原
本
の
写
し
で
あ
る
。
南
部
家
図
書
と
も
押
印
さ

れ
て
は
い
な
い
。
誤
解
が
一
部
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
盛
岡
歴
史
文
化
館
蔵
本
『
慶

応
丁
卯
雑
記
』
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、
慶
応
三
年
に
、
盛
岡
藩
で
は
、
重
山
文
庫

本
と
筆
法
を
同
じ
く
す
る
『
観
光
集
』
の
写
本
巻
五
、
巻
八
が
所
有
し
も
し
く
は

借
覧
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
重
山
文
庫
所
蔵
本
が
秋
月
胤
永
の
自
筆

か
否
か
に
つ
い
て
は
、
秋
月
孝
眞
家
に
伝
来
す
る
秋
月
悌
次
郎
の
書
簡
二
百
通
以

上
、
建
白
書
や
容
保
公
名
で
の
嘆
願
書
の
写
し
な
ど
を
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
印
象

か
ら
見
て
、
自
筆
の
可
能
性
が
高
い
と
は
以
前
か
ら
思
っ
て
い
た
が
、
未
だ
は
っ

き
り
断
定
す
る
に
は
到
ら
な
い
。

七
先
に
も
記
し
た
よ
う
に
、
従
来
『
観
光
集
』
は
、
南
摩
羽
峯
が
撰
文
し
た
秋
月

悌
次
郎
墓
碑
銘
に
よ
り
、
全
七
巻
、
別
に
『
列
藩
名
君
賢
臣
事
実
』
十
巻
が
あ
る

と
思
わ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、『
観
光
集
』
は
、

写
本
と
し
て
は
途
中
欠
巻
を
は
さ
ん
で
八
巻
（
以
後
の
存
在
は
と
り
あ
え
ず
不

明
。）
ま
で
の
所
在
が
判
明
し
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
内
容
の
性
質
を
同
じ

く
す
る
別
本
と
し
て
、『
観
察
窺
班
』
全
三
册
が
あ
る
。
今
の
所
、『
列
藩
名
君
賢

臣
事
実
』
十
巻
は
、
所
在
が
確
認
出
来
て
い
な
い
。
刊
本
と
し
て
は
、
一
巻
が
存

在
す
る
が
、
こ
れ
は
「
観
光
集
附
録
巻
十
五
」
と
い
う
こ
と
で
、
内
容
は
「
銀
台
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二
二

遺
事
」
巻
三
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、『
観
光
集
』
は
本
文
以
下
に
附
録
と
し

て
、
当
時
刊
行
さ
れ
て
い
た
諸
藩
の
君
臣
の
言
行
録
を
そ
の
ま
ま
翻
刻
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
巻
十
五
以
後
続
い
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
の
か
否
か
は
分
か

ら
な
い
。
ま
た
こ
の
附
録
部
分
が
い
わ
ゆ
る
『
列
藩
名
君
賢
臣
事
実
』
と
一
致
す

る
の
か
ど
う
か
も
分
か
ら
な
い
。
と
に
か
く
こ
の
刊
本
は
、
別
巻
一
部
し
か
現
存

し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
に
流
布
し
た
と
は
思
わ
れ
ず
、
刊
本
と
な
っ

て
い
る
こ
と
自
体
が
驚
き
で
あ
る
。『
観
光
集
』
と
『
列
藩
名
君
賢
臣
事
実
』
の

全
貌
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
る
。

八
こ
こ
で
、『
観
光
集
』
と
『
観
察
窺
班
』
の
冒
頭
部
分
、
題
言
・
凡
例
と
目
次

掲
げ
ら
れ
た
項
目
の
概
要
を
念
の
た
め
に
併
記
し
て
お
く
。（『
観
光
集
』
に
は
題

言
は
な
い
。）

凡
例

一余
江
戸
ニ
在
ル
久
シ
ク
已
ニ
列
国
ノ
人

ニ
交
ル

多
ケ
レ
ハ
ソ
ノ
制
度
風
俗
固

ヨ
リ
聞
キ
知
ル

少
カ
ラ
ス
今
日
ノ
実

歴
ニ

見
聞
ス
ル

ヲ
得
ル
者
亦
多
シ

今
皆
前
後
参
考

コ
ノ
巻
ヲ
編
ミ
作
ル

者
也

然
ル
ニ
制
度
文
為
ソ
ノ
土
人
ス
ラ
篤
ク

心
ヲ
用
ユ
ル
人
ナ
ラ
テ
ハ
是
ヲ
知
ル

能
ハ
ス
況
ヤ
吾
儕
他
郷
ノ
一
介
生
ニ

豈
ニ
尽
ク
ソ
ノ
詳
カ
ナ
ル
ヲ
聞
キ
ソ
ノ

実
ヲ
得
ル
ト
云
ハ
ン
ヤ
且
制
度
時
ニ
従

ツ
テ
改
マ
リ
風
俗
世
ト
変
移
ス
レ
ハ
見

ル
者
コ
ノ
巻
ニ
記
ス
ル
所
ヲ
以
テ
古
ヘ

ヲ
例
シ
後
ヲ
概
ス
ル

無
カ
レ

一

観
察
窺
班
題
言

胤
永
曰
経
史
ハ
譬
ハ
神
主
牌
ノ
如
シ
善

ク
コ
レ
ヲ
用
ユ
ル
寸
（
時
）
ハ
国
家
ヲ

治
メ
天
下
ヲ
平
カ
ニ
ス
ベ
シ
然
ラ
ザ
レ

ハ
タ
ヽ
一
堆
ノ
故
紙
耳
覆
醤
ノ
用
ニ
供

ス
ル
ニ
過
キ
ス
今
夫
神
主
コ
レ
ヲ
尊
ベ

ハ
君
上
ト
敬
ヒ
祖
考
ト
仰
キ
至
尊
限
リ

無
シ
コ
レ
ヲ
一ヒ
ト
ヒ
ラ片
ノ
木
ト
云
ヘ
ハ
一
飯

ノ
炊
キ
ニ
用
ユ
ル
ニ
足
ラ
ズ
凡
ソ
物
コ

レ
ヲ
用
ユ
ル
ノ
如
何
ニ
ア
ル
吾
カ
コ
ノ

巻
固
ヨ
リ
経
史
ノ
比
ス
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ

ト
雖
モ
善
ヲ
見
テ
勧
ミ
（
マ
マ
）
悪
ヲ

見
テ
懲
シ
善
ク
コ
ヽ
ニ
取
リ
テ
用
ユ
ル

寸
（
時
）
ハ
或
ハ
治
平
ノ
万
一
ヲ
補
フ

ア
ラ
ン
然
ラ
サ
レ
ハ
険
遠
ノ
山
川
ヲ

跋
渉
シ
一
年
ノ
光
陰
ヲ
道
路
ニ
送
リ
数

十
ノ
黄
金
ヲ
逆
旅
ニ
投
シ
苦
心
ノ
捜
索

乄
ソ
ノ
実
ヲ
得
ソ
ノ
詳
ヲ
記
ス
ト
モ
亦

何
ノ
益
ア
ラ
ン
嗚
呼
コ
ノ
巻
覆
醤
ノ
用

タ
ラ
ン
カ
将ハ
タ

治
平
ノ
具
タ
ラ
ン
カ
抑
見

聞

コ
レ
ヲ
録
ス
ル
ハ
吾
カ
輩
ノ
責
メ

ナ
リ
取
捨

コ
レ
ヲ
用
ユ
ル
ハ
政
府
ノ

任
ナ
リ
余
何
ソ
与
カ
ル

ヲ
得
ン
ヤ

凡
例

一胤
永
江
戸
ニ
在
已
ニ
列
国
ノ
人
ニ
交
ル

多
ケ
レ
ハ
ソ
ノ
制
度
風
俗
固
ヨ
リ
聞

キ
知
ル

少
カ
ラ
ズ
亦
今
日
ノ
実
歴
ニ

乄
見
聞
ス
ル

ヲ
得
ル
者
極
メ
テ
多
シ

今
皆
前
後
参
考

コ
ノ
冊
子
ヲ
造
ル
者

ナ
リ
豈
ニ
今
度
一
行
三
五
日
ノ
間
留
杖

ノ
知
ル

ヲ
得
ル
所
ナ
ラ
ン
ヤ
且
然
リ

ト
雖
モ
制
度
文
為
ソ
ノ
国
人
ス
ラ
篤
ク

心
ヲ
用
ユ
ル
人
ナ
ラ
テ
ハ
是
ヲ
知
ル

能
ハ
ズ
況マ
シ

テ
吾ワ

儕ナ
ミ

他
郷
ノ
一
介
生
ニ

豈
ニ
尽
ク
聞
イ
テ
実
ヲ
知
ル
ト
云
ハ
ン

ヤ
コ
レ
掻
痒
窺
班
ノ
名
ヲ
ツ
ク
ル
所
ナ

リ一巻
中
一
段
高
ク
録
ス
ル
者
ハ
其
国
其
地

観
光
集
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二
三

巻
中
一
段
高
ク
書
ス
ル
者
ハ
其
国
其
地

ノ
事
ヲ
ア
リ
ノ
マ
ヽ
ニ
記
シ
一
段
下
ケ

テ
書
ス
ル
ハ
ソ
ノ
事
ニ
因
リ
テ
自
己
ノ

愚
按
ヲ
述
ヘ
論
ス
ル
者
ナ
リ
蓋
記
事
議

論
ト
相
待
テ
発
明
ス
ル

ア
リ
故
ニ
愚

論
亦
削
リ
去
ル
能
ハ
ス
又
事
ヲ
記
ス
ル

間
ニ
モ
愚
按
ヲ
挿
入
ス
ル
ア
リ
議
論
ノ

中
ニ
事
ヲ
記
ス
ル
モ
ア
リ
見
ル
者
拘
ハ

ル

無
カ
レ

一同
シ
国
ニ
テ
モ
ソ
ノ
事
ヲ
記
ス
ル
ニ
異

同
無
キ
能
ハ
ス
一
例
ヲ
挙
ケ
テ
云
ヘ
ハ

一
国
年
貢
ノ
法
ヲ
記
ス
ニ
一
人
ハ
四
公

六
民
ト
記
シ
一
人
ハ
三
公
七
民
ト
記
ス

コ
レ
甚
タ
訝
カ
シ
キ

 

ナ
レ
ト
ソ
ノ

実
ヲ
察
ス
ル
ニ
広
キ
国
ノ
内
ニ
ハ
土
地

ニ
ヨ
リ
テ
四
公
六
民
ナ
ル
ア
リ
三
公
七

民
ニ
ナ
ル
モ
ア
リ
テ
一
定
セ
サ
ル
ア
リ

又
先
キ
ノ
人
ソ
ノ
事
ニ
不
審
ニ

大
畧

ヲ
告
ク
ル
ヲ
ソ
ノ
マ
ヽ
ニ
記
ス
ル
モ
ア

リ
凡
テ
制
度
風
俗
コ
ノ
類
少
カ
ラ
ス
今

タ
ヽ
見
聞
ニ
従
ヒ
参
伍
考
索

ソ
ノ
実

ナ
ル
ト
覚
シ
キ
方
ヲ
取
リ
テ
録
ス
ル
耳

故
ニ
他
ノ
記
録
ニ
異
ナ
ル

ア
ル
モ
見

ル
者
コ
レ
ヲ
疑
フ

無
カ
レ

一同
シ
事
ナ
レ
ト
制
度
ノ
部
ニ
入
ル
ア
リ

風
俗
ノ
部
ニ
入
ル
モ
ア
リ
一
例
ヲ
挙
ケ

テ
云
ヘ
ハ
二
三
男
妻
帯
セ
サ
ル
ノ
類
習

ハ
シ
ニ
テ
セ
サ
ル
ハ
風
俗
ニ
入
レ
作
法

ニ
テ
セ
サ
ル
制
度
ノ
部
ニ
入
ル
諸
条
コ

レ
ニ
準
ス

一煩
瑣
冗
雑
ノ
事
ヲ
モ
録

畧
セ
サ
ル
者

ハ
コ
ノ
間
ニ
就
イ
テ
政
体
風
俗
ノ
善
悪

ヲ
察
シ
知
ル

ヲ
欲
ス
譬
ヘ
ハ
医
師
ノ

牛
溲
馬
勃
ヲ
モ
悉
ク
蓄
ハ
ヘ
然
ル
後
千

変
竒
異
ノ
病
ヲ
治
ス
ル
カ
如
シ
見
ル
者

煩
雑
中
ニ
於
テ
ソ
ノ
要
ヲ
得
ル

ヲ
願

フ一余
田
制
ノ
事
ニ
於
テ
已
ニ
精
カ
ラ
ス
コ

レ
ヲ
記
ス

亦
疎
ナ
リ
且
ツ
東
海
南
海

道
ヲ
始
メ
中
国
九
州
ニ
至
ル
マ
テ
多
ク

ハ
米
麦
両
作
ナ
リ
故
ニ
米
納
少
ク
寛
厚

ノ
年
貢
ト
思
ヘ
ハ
夏
年
貢
ア
リ
却
テ
苛

法
ニ
ナ
ル
ア
リ
米
ヲ
納
ム
ル
多
ク
苛
法

ト
思
ヘ
ハ
麦
納
無
ク
テ
寛
ニ
帰
ス
ル
ア

リ
且
ツ
新
田
ハ
沃
土
ニ
テ
租
少
ク
古
田

ハ
薄
地
ニ
テ
モ
年
貢
多
シ
故
ニ
米
麦
新

古
ヲ
平
均

一
藩
租
法
ノ
寛
苛
ヲ
論
ス

ヘ
シ
余
カ
記
ス
所
実
ニ
ソ
ノ
一
班
ニ

全
体
ヲ
知
ニ
足
ラ
ス

一

ノ
事
ヲ
ア
リ
ノ
マ
ヽ
ニ
記
ス
ル
モ
ノ
ナ

リ
一
段
下
ケ
テ
書
ス
ル
ハ
ソ
ノ
事
ニ
因

リ
テ
自
己
ノ
愚
按
ヲ
述
論
ス
ル
モ
ノ
ナ

リ
ソ
レ
見
聞
ス
ル
ア
レ
ハ
従
ツ
テ
議
論

無
キ
能
ハ
ス
故
ニ
二
ツ
ナ
カ
ラ
相
待
テ

発
明
ス
ル

ア
リ
故
ニ
愚
按
モ
亦
ア
ワ

セ
存
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ
且
事
ヲ
記
ス
ル
間

ニ
モ
愚
按
ヲ
挿
入
ル
ヽ
ア
リ
又
議
論
中

ニ
事
ヲ
記
ス
ル
モ
ア
リ
故
ニ
見
ル
者
拘

ハ
ル

無
カ
レ

一同
シ
国
ニ
テ
モ
ソ
ノ
事
ヲ
記
ス
ル
ニ
異

同
無
キ

能
ハ
ス
一
例
ヲ
挙
ケ
テ
云
ヘ

ハ
一
国
年
貢
ノ
制
ヲ
記
ス
ニ
一
人
ハ
四

公
六
民
ト
記
シ
一
人
ハ
三
公
七
民
ト
記

ス
コ
レ
甚
タ
訝
カ
シ
キ

 

ナ
レ
ト
ソ

ノ
実
ヲ
察
ス
ル
ニ
広
キ
内
ニ
ハ
土
地
ニ

ヨ
リ
テ
四
公
六
民
ナ
ル
ア
リ
三
公
七
民

ニ
ナ
ル
モ
ア
リ
テ
一
定
セ
ザ
ル
ア
リ
又

先
キ
ノ
人
ソ
ノ
事
ニ
不
審
ニ

大
畧
ノ

ヲ
伝
ル
ヲ
ソ
ノ
マ
ヽ
ニ
記
ス
モ
ア
リ

凡
テ
制
度
風
俗
皆
コ
ノ
類
ア
リ
只
見
聞

ニ
従
ヒ
参
伍
考
索

ソ
ノ
実
ナ
ル
ト
覚

シ
キ
ヲ
取
リ
テ
録
ス
ル
耳
故
ニ
他
ノ
記

録
ニ
異
ナ
ル

ア
ル
モ
見
ル
者
コ
レ
ヲ

疑
フ

無
カ
レ

一

或
曰
一
介
ノ
行
旅
ソ
ノ
国
ノ
政
事
ノ
枢

機
シ
ル
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
観
モ
察
モ
詮
無

キ
ニ
ヤ
愚
意
然
ラ
ズ
昔
西
土
ノ
制
ニ
列

国
皆
ソ
ノ
国
ノ
詩
ヲ
帝
都
ニ
貢
キ
彼
列
国
ノ

詩
ハ
吾
カ

国
ノ
巷
歌

俗
謡
ナ
リ

ソ
ノ
詩
ヲ
読
ミ
テ
ソ
ノ
風
俗
政
教

ノ
是
非
善
悪
ヲ
知
ル

ヲ
得
テ
黜
陟
賞

罸
ス
ル

ア
リ
今
吾
カ
録
ス
ル
所
皆
ソ

ノ
外
ナ
リ
然
ル
ニ
中
ニ
在
ル
者
外
ニ
見

ハ
ル
ヽ
常
ナ
レ
ハ
明
者
コ
ノ
録
ニ
因
リ

テ
ソ
ノ
国
々
政
教
ノ
是
非
ヲ
知
リ
テ
盛

衰
ノ
由
ル
所
ヲ
知
ル

ア
ラ
ン
機
秘
ノ

如
キ
ハ
ソ
ノ
国
侯
二
三
ノ
老
職
等
ノ
与

カ
ル
所
ニ

国
人
モ
悉
ク
知
ル
能
ハ
ス

況
ヤ
吾
等
旅
人
ニ

豈
ニ
聞
ク

ヲ
得

ヘ
ケ
ン
ヤ

一余
遍
ク
四
方
ニ
遊
ヒ
正
シ
ク
ソ
ノ
政
教

風
俗
ヲ
記

漏
ス

無
ク
善
悪
炳
然
ト

明
カ
ニ
火
ヲ
見
ル
カ
如
シ
因
リ
テ
知

ル
他
人
ノ
吾
カ
政
教
風
俗
ヲ
記
ス
ル

亦
吾
カ
今
日
ニ
異
ナ
ラ
ス
コ
ノ
巻
ヲ
見

ル
者
又
反
観

戒
ム
ル
所
ヲ
知
ラ
レ

一条
目
十
五
件
ア
リ
テ
列
藩
ヲ
記
ス
ル
ソ

ノ
目
数
ニ
満
タ
サ
ル
モ
ノ
ハ
固
ヨ
リ
吾

カ
見
聞
ノ
及
ハ
ザ
ル
ア
リ
又
見
聞
ス
ル

ト
モ
記
ス
ル
ニ
足
ラ
ザ
ル
ア
リ
見
ル
者
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二
四

或
曰
一
介
ノ
行
旅
各
国
政
事
ノ
枢
機
知

ル

ヲ
得
ヘ
カ
ラ
ス
観
察
モ
詮
無
キ
ニ

ヤ
愚
意
然
ラ
ス
昔
西
土
ノ
制
ニ
列
国
皆

ソ
ノ
国
ノ
詩
ヲ
帝
都
ニ
貢
キ
彼
ノ
列
国
ノ
詩
ハ

吾
カ
国
ノ
巷
歌

里
謡
ナ
リ

ソ
ノ
詩
ヲ
ヨ
ミ
テ
ソ
ノ
風
俗
政
教
ノ

是
非
善
悪
ヲ
知
ル

ヲ
得
テ
賞
罸
黜
陟

ス
ル

ア
リ
今
吾
カ
記
ス
ル
所
皆
ソ
ノ

外
ニ

歌
謡
ノ
類
ナ
リ
然
ル
ニ
中
ニ
在

ル
者
外
ニ
見
ハ
ル
ヽ
常
ナ
レ
ハ
明
者
コ

ノ
篇
ニ
因
リ
テ
各
国
風
教
ノ
是
非
ヲ
知

リ
テ
盛
衰
ノ
由
ル
所
ヲ
知
ル

ア
ラ
ン

即
今
政
府
ノ
活
機
ノ
如
キ
ハ
ソ
ノ
国
侯

二
三
老
職
等
ノ
与
カ
リ
知
ル
所
ニ

国

人
モ
悉
ク
知
ル

能
ハ
ス
況
吾
等
旅
人

豈
聞
ク

ヲ
得
ヘ
ケ
ン
ヤ
タ
ヽ
ソ
ノ
制

度
風
俗
善
ヲ
見
テ
コ
レ
ニ
法
リ
悪
ヲ
聞

テ
自
ラ
反
観
セ
ハ
益
無
シ
ト
セ
サ
ル
ナ

リ一附
録
ナ
ル
者
ハ
藩
国
ノ
制
度
又
ハ
明
君

ト
呼
ハ
レ
シ
方
ノ
言
行
事
実
ヲ
録
セ
ル

者
ヲ
謄
写

以
テ
治
教
ノ
万
一
ニ
補
セ

ン
ト
ス

一条
目
十
五
件
ア
リ
テ
列
藩
ヲ
記
ス
ル
ニ

悉
ク
ソ
ノ
数
ニ
満
タ
ス
或
ハ
精
粗
ア
ル

者
ハ
固
ヨ
リ
吾
カ
見
聞
ノ
及
ハ
サ
ル
ア

リ
亦
見
聞
ス
ル
モ
記
ス
ル
ニ
足
ラ
サ
ル

ア
リ
但
シ
ソ
ノ
国
ノ
分
限
帳
ノ
類
又
ハ

余
人
ノ
記
行
等
ニ
見
及
フ
ハ
特
ニ
詳
ラ

カ
ナ
ル

ヲ
得
見
ル
者
コ
レ
ヲ
領
セ
ヨ

一余
遍
ク
四
方
ニ
游
ヒ
正
シ
ク
ソ
ノ
政
教

風
俗
ヲ
記

漏
ス

無
ク
善
悪
炳
然
ト

明
カ
ニ
火
ヲ
見
ル
カ
如
シ
因
リ
テ
知

ル
他
人
ノ
吾
カ
政
教
風
俗
ヲ
記
ス
ル

亦
之
に
異
ナ
ラ
ス
嗚
呼
コ
ノ
巻
ヲ
見
ル

者
又
観

戒
ム
ル
所
ヲ
知
ラ
ン
カ
ナ

目
録

制 

度　

コ
レ
各
国
ノ
官
員
法
度
ヲ
記
シ

間
亦
ソ
ノ
国
体
政
事
ニ
及
フ

学 

制　

学
問
所
ノ
制
度
ヲ
記
シ
武
術
モ

兼
ネ
テ
コ
ノ
内
ニ
ア
リ
又
ソ
ノ
盛
衰

得
失
ニ
及
ヒ
蕃
学
ノ
類
ソ
ノ
他
稽
古

ニ
係
ル
ハ
皆
此
ニ
附
ス

田 

制　

田
ト
云
ヘ
ハ
畑
ヲ
兼
ヌ
租
法
北

条
免
豊
臣
免
ア
リ
又
当
時
ノ
免
ア
リ

テ
天
下
一
様
ニ
ア
ラ
ス
ト
聞
ク
余
ソ

ノ
詳
カ
ナ
ル
ヲ
知
ラ
ス
凡
例
ニ
云
フ

所
ノ
如
シ
タ
ヽ
税
租
ノ
多
少
土
地
ノ

肥
瘠
地
下
ノ
諸
役
ヲ
概
記
シ
ス
ヘ
テ

郷
中
ニ
係
ル

ハ
皆
此
ニ
載
ス

賞 

罸　

二
字
ヲ
以
テ
名
目
ト
ス
レ
ト
モ

コ
レ
ヲ
領
セ
ヨ

一同
シ
事
ナ
レ
ト
制
度
ノ
部
ニ
入
モ
ル
ア

リ
風
俗
ノ
部
ニ
入
ル
モ
ア
リ
一
例
ヲ
挙

ケ
テ
云
ヘ
ハ
二
三
男
妻
対
（
マ
マ
）
セ

ザ
ル
ノ
類
習
ハ
シ
ニ
テ
セ
ザ
ル
ハ
風
俗

ニ
入
レ
作
法
ニ
テ
セ
ザ
ル
ハ
制
度
ノ
部

ニ
入
ル
諸
条
コ
レ
ニ
準
ス

一附
録
ナ
ル
者
ハ
今
古
ニ
拘
ラ
ス
明
君
良

臣
ノ
言
行
事
実
ヲ
謄
（
マ
マ
）
録
シ
又

ハ
名
所
古
跡
紀
文
顕
ハ
レ
タ
ル
人
ノ
墓

碑
等
ヲ
載
ス
ル
モ
ノ
ナ
リ

一煩
瑣
冗
雑
ノ
事
ヲ
モ
録

厭
ハ
サ
ル
者

ハ
コ
ノ
間
ニ
就
イ
テ
政
体
ノ
善
悪
ヲ
察

シ
知
ル

ヲ
欲
ス
譬
ヘ
ハ
医
師
ノ
牛
溲

馬
勃
モ
蓄
ヘ
テ
然
ル
後
千
変
竒
異
病
ヲ

治
ス
ル
カ
如
シ
見
ル
者
煩
雑
中
ニ
ヲ
イ

テ
ソ
ノ
要
ヲ
得
ル

ヲ
願
フ

凡
ソ
コ
ノ
巻
キ
ヲ
見
ル
者
先
コ
ノ
題
言

ト
五
則
ノ
凡
例
ヲ
能
ク
見
ル

ヲ
願
フ

（
注　

目
録
開
始
前
に
、
以
下
ゴ
シ
ッ
ク
体

で
示
し
た
内
容
の
付
箋
が
あ
る
。）

民
心
帰
否
　
列
藩
虚
実
　
文
武
盛
衰
　

民
戸
古
今
多
少
　
租
税
古
今
多
少
　
一

藩
傑
人
議
論
　
国
産
如
何
　
交
易
如
何
　

沿
海
防
禦
如
何
　
兵
制
如
何
　
風
俗
善

悪此
ヶ
条
認
込
候
心
得
ニ
而
左
之
目
録
相

立
候
旨
秋
月
悌
次
郎
申
伝
候
事

目
録

制
度　
　

人
物

学
制　
　

議
論

田
制　
　

処
事

賞
罰　
　

物
産

風
俗　
　

交
易

操
練　
　

雑
記

海
防　
　

総
記

器
械　
　

城
郭
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二
五

賞
ヲ
記

罸
ニ
及
ハ
サ
ル
ア
リ
罸
ヲ

記

賞
ニ
至
ラ
サ
ル
モ
ア
リ
総

賞

罸
ノ
当
否
ヲ
記
シ
刑
法
類
一
切
此
ニ

附
ス

風 

俗　

士
農
商
各
ソ
ノ
風
ア
リ
全
国
惣

容
ノ
風
ア
リ
又
上
ヨ
リ
下
ニ
及
ヒ
下

ヨ
リ
上
ニ
推
シ
移
ル
モ
ア
リ
皆
粗
分

記
ス
風
俗
ハ
政
教
中
ヨ
リ
出
ル
事
ナ

レ
ハ
政
教
上
ニ
及
フ
モ
ア
リ

操 

練　

コ
レ
兵
制
ヲ
記
シ
ソ
ノ
得
失
勤

怠
ニ
及
フ
近
来
洋
法
ヲ
採
用
ス
ル
者

ア
リ
故
ニ
又
ソ
ノ
沿
革
利
害
等
モ
兼

テ
載
ス

海 

防　

海
岸
備
禦
ノ
有
無
得
失
ヲ
記
ス

海
無
キ
国
ト
テ
モ
夫
々
警
備
ノ
持
チ

場
ア
ル
ハ
附
録
ス

器 

械　

新
古
銃
船
艦
ノ
類
始
メ
兵
具
ヲ

記
シ
ソ
ノ
得
失
利
害
ニ
及
フ
ス
ヘ
テ

器
物
薬
品
ナ
ト
製
ス
ル
場
所
モ
又
此

ニ
并
ス

城 

郭　

余
営
築
ノ
法
ヲ
知
ル
ニ
ア
ラ
ス

タ
ヽ
一
瞥

ソ
ノ
大
概
ヲ
記
ス
ル
ノ

ミ
又
人
言
ヲ
聞
キ
ソ
ノ
マ
ヽ
録
ス
ル

モ
ア
リ
故
ニ
ソ
ノ
堅
否
ヲ
論
ス
ル
ニ

至
リ
テ
蓋
当
ラ
サ
ル
者
多
シ

人 

物　

天
下
ノ
士
ト
称
ス
ル
ニ
足
ラ
サ

ル
モ
一
藩
有
用
ノ
士
ハ
記
ス
ル
ア
リ

道
徳
ノ
士
ニ
ア
ラ
ス
ト
モ
事
業
ア
レ

ハ
或
ハ
コ
レ
ヲ
取
ル
総

文
学
ノ
士

ノ
ミ
ヲ
挙
ク
ル
ニ
ア
ラ
ス
然
ル
ニ
列

藩
更
ニ
人
ア
ル
ヘ
シ
余
未
タ
知
ル
ニ

及
ハ
ス

議 

論　

コ
レ
一
応
ノ
談
話
ナ
レ
ト
識
見

ア
ル

カ
又
ハ
挙
ケ
行
フ
ヘ
キ

ナ

レ
ハ
記
ス
必
ス
シ
モ
経
史
人
物
等
ノ

議
論
ヲ
云
ニ
ア
ラ
ス

処 

事　

今
古
ニ
拘
ハ
ラ
ス
事
務
処
置
ノ

要
ヲ
得
タ
ル
ト
思
フ
ハ
此
ニ
記
ス

物 

産　

山
海
土
地
ニ
出
来
ル
者
ヲ
記
シ

又
ス
ヘ
テ
人
功
ニ
テ
造
ル
者
モ
ソ
ノ

国
ヨ
リ
出
ツ
ル
ハ
皆
コ
ノ
部
ニ
入
ル

交 

易　

コ
レ
唐
蘭
始
メ
諸
夷
ト
互
市
ノ

制
度
品
物
ヲ
記
シ
ソ
ノ
利
害
得
失
ニ

及
フ

雑 

記　

諸
目
エ
配
記
ス
ヘ
カ
ラ
サ
ル
雑

事
俚
話
ヲ
記
ス
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
土
地

ノ
風
俗
政
教
ヲ
察
知
ス
ヘ
キ
ア
リ
故

ニ
又
コ
ノ
目
ヲ
立
ツ

総 
記　

諸
目
ノ
外
ソ
ノ
全
国
総
体
ニ
係

ル

又
士
農
商
各
ソ
ノ
惣
容
ノ
勢
ヒ

ア
リ
皆
此
ニ
記
ス

巻
一

山
城

巻
一

山
城
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二
六

　

京 
都　
　

制
度　

学
制　

賞
罰　

風

俗　

御
所　

物
産　

雑
記　

総
記

　

宇
治　
　

物
産

摂
津

　

大 

坂　
　

制
度　

学
制　

器
械　

城

郭　

海
防　

物
産　

雑
記　

総
記

　

兵
庫  　

制
度　

海
防　

総
記

肥
前

　

長 

崎　
　

制
度　

学
制　

風
俗　

海

防　

器
械　

交
易　

雑
記　

総
記

和
泉　

　

堺 　
　
　

制
度　

海
防　

物
産　

総

記

大 

和　
　
　

田
制　

風
俗　

産
物　

人

物　

雑
記　

総
記

駿
府　

　

府 

中　
　

制
度　

操
練　

城
郭　

雑

記

　

原
駅　
　

御
代
官
支
配　

物
産　
　

巻
二

相
模

　

小 

田
原　

制
度　

学
制　

田
制　

賞

罰　

操
練　

海
防　

城
郭　

物
産　

雑
記　

総
記

駿
河　

　

沼 

津　
　

操
練　

海
防　

物
産　

総

記

　

田 

中　
　

制
度　

学
制　

風
俗　

操

練　

海
防　

城
郭　

雑
記　

総
記

遠
江

　

掛 

川　
　

学
制　

操
練　

海
防　

城

郭　

人
物　

物
産　

雑
記　

総
記

　

浜 

松　
　

制
度  

賞
罰  

操
練　

海

防  

人
物　

物
産  

風
俗　

雑
記  

総
記

参
河　

　

岡 

崎　
　

制
度　

学
制　

風
俗　

操

練　

城
郭　

物
産　

雑
記　

総
記

尾
張

　

名 

古
屋　

制
度　

学
術　

学
制　

賞

罰　

風
俗　

操
練　

海
防　

城
郭　

人
物　

物
産　

雑
記　

総
記

伊
勢

　

桑 

名　
　

制
度　

学
制　

田
制　

風

俗　

賞
罰　

操
練　

海
防　

雑
記　

総
記

　

津 　

制
度　

学
制　

風
俗　

賞
罰　

操
練　

海
防　

器
械　

人
物　

処

事　

　

京 

都　
　

制
度　

御
所　

制
度　

学

制　

賞
罰　

風
俗　
　

産
物　

雑

記　

総
記

　

宇
治
御
代
官
支
配　
　

産
物  

風
俗

摂
津

　

大 

坂　
　

制
度　

学
制　

風
俗　

器

械　

城
郭　

海
防　

産
物　

雑
記　

総
記

　

兵
庫  　
　

制
度　

海
防　

総
記

大 

和　
　
　

田
制　

風
俗　

産
物　

人

物　

雑
記　

総
記

和
泉　

　

堺 　
　
　

制
度　

海
防　

産
物　

総

記

駿
府　

　

府 

中　
　

制
度　

学
制　

操
練　

城

郭　

雑
記

　

原
駅　
　

物
産　

巻
二

相
模

　

小 

田
原　

制
度　

学
政　

田
制　

賞

罰　

操
練　

海
防　

城
郭　

産
物　

雑
記　

総
記

駿
河　

　

沼 

津　
　

操
練　

海
防　

物
産　

雑

記

　

田 

中　
　

制
度　

学
制　

風
俗　

操

練　

海
防　

城
郭　

雑
記　

総
記

遠
江

　

掛 

川　
　

制
度　

学
制　

田
制　

操

練　

海
防　

城
郭　

物
産　

雑
記　

総
記  

人
物

　

浜 

松　
　

制
度  

賞
罰  

海
防  

物
産  

人
物　

雑
記  

総
記

参
河　

　

岡 

崎　
　

制
度　

学
制　

操
練　

城

郭　

風
俗　
　

総
記  

産
物　

尾
張

　

名 

古
屋　

学
制　

賞
罰　

風
俗　

操

練　

海
防　

人
物　

城
郭　

物
産　

雑
記　

総
記

伊
勢

　

桑 

名　
　

制
度　

学
制　

田
制　

風

俗　

賞
罰　

操
練　

海
防　

雑
記　

総
記

　

津 　
　

制
度　

学
制　

風
俗　

操
練　

海
防　

人
物　

雑
記  

処
事　

総

記

紀
伊

　

若 

山　
　

制
度　

学
問　

田
制  

賞

罰　

風
俗　

操
練　

海
防　

城
郭  

人
物　

議
論　

物
産　

雑
記　

総

記
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二
七

巻
三･

四
　
欠

巻
五
　

播
磨　
　

　

明 

石　

制
度　

学
制　

田
制　

風
俗　

操
練　

海
防　

物
産　

総
記

備
前

　

岡 

山  

制
度　

田
制　

物
産　

操
練　

海
防　

雑
記　

総
記

備
中

　

松 

山　

制
度　

学
制　

田
制　

操
練　

城
郭　

人
物　

処
事　

物
産　

雑

記　

総
記

備
後

　

福 

山　

制
度　

風
俗　

海
防　

城
郭　

処
事　

物
産

安
芸

　

広 

島　

制
度  

学
制　

田
制　

賞
罰　

風
俗　

操
練　

海
防　

城
郭　

人

物　

物
産　

雑
記　

総
記

長
門

　

萩 

松
平
大
膳
大
夫　
（
注　

冒
頭
部
区
分

名
な
く
、「
長
府　

徳
山　

岩
国
ノ
三

支
藩
ヲ
家
中
ニ
テ
コ
レ
ヲ
御
三
家
ト
唱

フ
」
と
書
き
出
す
。
他
藩
の
「
制
度
」

和
泉　

　

岸 

和
田　

制
度　

学
制　

操
練　

海

防　

器
械　

議
論　

雑
記

巻
三

阿
波

　

徳 

島　

  

制
度　

学
制　

田
制　

賞

罰　

風
俗　

操
練  

海
防　

器
械  

城
郭　

物
産　

雑
記　

総
記

淡
路
全
国
阿
波
ノ
領
分
ナ
リ

　

須 

本
阿
波
ノ
老
臣
稲
田
九
郎
兵
衛
在
城　

制
度　

学
制　

田
制　

風
俗　

操

練　

海
防　

城
郭　

物
産　

雑
記　

総
記

土
佐
（
注　

前
書
き
あ
り
。
江
戸
出
発
に
際

し
て
許
可
書
を
出
し
た
が
許
可
が
得
ら
れ
な

い
ま
ま
出
発
し
た
。
土
佐
に
至
り
藩
役
人
に

趣
旨
を
述
べ
た
と
こ
ろ
、
甲
浦
に
留
め
置
か

れ
、
江
戸
に
問
い
合
わ
せ
待
つ
こ
と
十
二
日
、

江
戸
で
断
っ
て
あ
る
と
の
口
上
で
入
国
で
き

な
か
っ
た
云
々
。）

高 

知　
　

制
度　

学
制　

田
制　

風
俗　

海
防　

賞
罰　

人
物　

物
産　

雑
記　

総
記　

器
械　

城
郭　

海
防
（
注　

本
項
第
五
項
に
海
防
あ
り
。
解
説
別
文
で

再
出
。）

に
当
た
る
内
容
。）　

学
制　

田
制　

賞
罰　

風
俗　

操
練　

海
防　

器

械　

城
郭　

物
産

　
　

雑
記　

総
記

巻
六
　
欠

巻
七

薩 

摩  　
　

制
度　

学
制　

田
制　

賞

罰　

風
俗　

操
練　

器
械　

城
郭　

物
産　

交
易　

雑
記　

総
記

琉
球
国
附

文
武
館
へ
申
渡
之
書

常
平
法

勧
農
之
事
他

巻
八

日
向飫 

肥　

制
度　

学
制　

田
制　

風
俗　

人
物　

物
産　

総
記

　

高 

財
（
注　

高
鍋
の
誤
り
か
。）
秋
月
佐

渡
守
（
注　

こ
れ
以
後
、
新
し
い
地
域

の
解
説
に
も
、
改
ペ
ー
ジ
無
し
。）
制

度  

学
制　

田
制　

賞
罰　

風
俗　

操
練　

海
防　

物
産　

総
記

　

延 
岡
内
藤
左
近
将
監   

制
度  

学
制　

田
制　

賞
罰　

風
俗　

操
練　

海

防　

物
産　

雑
記　

総
記
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持続する志　三（中西　達治）

二
八

【
付
記
】
本
稿
を
な
す
に
当
た
っ
て
、
貴
重
な
資
料
の
閲
覧
撮
影
を
許
可
し
て
下

さ
っ
た
、
新
村
出
財
団
重
山
文
庫
・
盛
岡
中
央
公
民
館
・
も
り
お
か
歴
史
文
化

館
、
貴
重
書
の
コ
ピ
ー
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
鹿
児
島
県
立
図
書
館
、
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
複
写
を
し
て
下
さ
っ
た
国
文
学
研
究
資
料
館
に
心
か
ら
お
礼
申
上
げ
ま

す
。
ま
た
、
畑　

洋
子
氏
、
秋
月
孝
眞
氏
・
倫
子
氏
ご
夫
妻
、
中
村
紘
子
氏
に

は
、
秋
月
一
江
氏
の
『
観
光
集
』
関
係
の
研
究
報
告
に
関
連
し
て
貴
重
な
情
報
を

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
お
礼
申
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

 

二
〇
一
三
年
五
月
二
十
三
日
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